
鎌
倉
僧
医
・
梶
原
性
全
の
医
の
倫
理
観

関
　
根
　
　
透

「
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
14
号
（
平
成
21
年
4
月
）
抜
刷

〈
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉「
仏
教
福
祉
思
想
と
そ
の
展
開
」
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鎌
倉
僧
医
・
梶
原
性
全
の
医
の
倫
理
観

鶴
見
大
学
歯
学
部
教
授
・
仏
教
文
化
研
究
所
所
員

関
根
　
　
透

梶
原
性
全
（
一
二
六
六
〜
一
三
三
七
）
は
、
鎌
倉
時
代
最
大
の
僧
医
で
あ
る
が
、
彼
の
人
間
像
は
未
だ
殆
ど
詳
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

彼
は
真
言
律
宗
の
思
円
房
叡
尊
（
一
二
〇
一
〜
一
二
九
〇
）
の
弟
子
と
言
わ
れ
、
良
観
房
忍
性
（
一
二
一
六
〜
一
三
〇
三
）
と
は
親
朋
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
性
全
は
著
書
と
し
て
『
頓
医
抄
』
五
十
巻
と
『
万
安
方
』
六
十
二
巻
が
知
ら
れ
て
い
る
ぐ
ら
い
で
あ
っ

た
。
こ
の
『
頓
医
抄
』
に
お
い
て
、
梶
原
性
全
は
自
ら
の
医
の
倫
理
観
を
示
し
て
い
る
。
特
に
、
第
四
十
六
巻
に
お
い
て
は
俄
か
開
業
医

に
対
す
る
医
の
倫
理
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
十
年
後
に
著
し
た
『
万
安
方
』
に
お
い
て
は
、
一
人
息
子
・
冬
景
を
想
う
肉

親
の
情
が
発
露
し
て
、
非
倫
理
的
な
記
載
さ
え
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、『
頓
医
抄
』
は
真
言
律
宗
の
衰
退
と
と
も
に
忘
れ

去
ら
れ
、
次
代
の
医
の
倫
理
観
の
向
上
に
は
あ
ま
り
貢
献
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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叡
尊
と
忍
性

西
大
寺
中
興
の
叡
尊
は
、
空
海
の
遺
誡
「
仏
道
に
趣
向
せ
ん
に
は
戒
に
あ
ら
ず
し
て
、
な
ん
ぞ
到
ら
ん
や
」
を
読
ん
で
、
戒
律
を
戒
如

か
ら
学
び
、
真
言
律
宗
を
興
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
後
、
戒
律
の
実
践
と
普
及
に
専
念
し
、
女
性
の
救
済
に
も
尽
力
し
て
い
る
。
更

に
、
彼
は
殺
生
禁
断
を
実
行
し
、
慈
善
的
な
救
済
事
業
を
盛
ん
に
行
っ
た
。
叡
尊
の
慈
悲
の
心
の
具
体
的
な
顕
現
は
、
蒙
古
襲
来
に
対
す

る
八
幡
大
菩
薩
の
祈
願
文
に
も
現
れ
て
い
る
。「
東
風
を
以
て
兵
船
を
本
国
に
吹
き
送
り
、
来
人
を
そ
こ
な
は
ず
し
て
、
乗
る
と
こ
ろ
の

船
を
ば
焼
き
失
は
せ
た
ま
へ
」
と
祈
願
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
敵
の
命
を
も
救
済
し
よ
う
と
す
る
心
情
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
正
元

元
年
（
一
二
五
九
）
に
は
、
北
条
重
時
に
招
か
れ
て
、
六
十
二
歳
の
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鎌
倉
に
下
行
し
て
い
る
。
そ
の
時
、
彼
は

『
関
東
往
還
記
　
前
期
』
で
「
衆
生
ノ
為
ニ
益
ス
ル
者
有
ラ
バ
、
縦
エ
泥
梨
之
炎
焦
カ
レ
テ
モ
、
餓
鬼
畜
生
之
苦
シ
ミ
困
ル
ト
モ
、
更
ニ

悔
心
有
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
況
ヤ
老
身
ヲ
顧
ミ
テ
モ
、
況
ヤ
遠
路
ヲ
痛
メ
テ
モ
構
ワ
ナ
イ
」
と
述
べ
、
大
変
な
決
意
を
し
て
鎌
倉
に
来
て
い
る
。

更
に
、
八
十
二
歳
と
い
う
老
齢
の
時
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宇
治
川
の
橋
梁
改
修
工
事
の
際
に
は
、
漁
師
か
ら
魚
網
や
釣
り
針
を
集
め
て
、

宇
治
川
の
中
洲
に
十
三
重
塔
を
建
て
、
そ
の
下
に
そ
れ
ら
の
魚
網
な
ど
を
埋
め
さ
せ
て
い
る
。
一
方
、
生
活
の
糧
を
失
っ
た
漁
師
に
対
し

て
は
茶
の
栽
培
を
奨
励
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
叡
尊
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
『
文
殊
師
利
般
涅
槃
経
』
の
「
菩
薩
行
」
に
起
因
し
て
い
る
。
文

殊
菩
薩
は
信
仰
す
る
者
に
無
量
の
福
を
授
け
る
が
、
信
者
の
前
に
は
弱
者
に
化
身
し
て
現
れ
る
の
で
、
信
者
に
と
っ
て
は
弱
者
を
救
済
す

る
こ
と
が
、
最
大
の
菩
薩
行
で
あ
っ
た
。

叡
尊
は
、
弟
子
の
忍
性
を
自
分
よ
り
も
慈
悲
深
い
人
物
で
あ
る
と
『
興
正
菩
薩
御
教
誡
聴
聞
集
』
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
。「
慈
悲
ヲ

先
ト
シ
テ
一
切
ア
ル
ベ
キ
ニ
テ
候
。
良
観
房
（
忍
性
）
ハ
慈
悲
ガ
過
ギ
タ
ト
申
テ
、
是
レ
偏
ニ
慈
悲
ノ
故
也
」
と
彼
は
忍
性
を
高
く
評
価

し
て
い
る
。
忍
性
の
慈
悲
深
さ
は
、
虎
関
師
錬
の
『
元
亨
釈
書
』
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
、
奈
良
に
お
い
て
ハ
ン
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セ
ン
病
の
患
者
に
対
し
て
大
い
な
る
愛
情
を
注
い
だ
話
が
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鎌
倉
で
は
「
此
れ
自
り
処
処
に
療
病
悲
田
之
院
を
構

え
、
其
れ
桑
谷
療
病
所
。
二
十
歳
の
間
に
痊
者
四
萬
六
千
八
百
人
。
死
者
一
萬
四
百
五
十
人
。
活
者
五
之
四
を
踰
え
た
り
」
と
語
ら
れ
て

い
る
。
更
に
、『
極
楽
寺
縁
起
』
に
も
「
上
人
病
人
を
養
ひ
治
す
。
八
福
田
の
随
一
に
し
て
、
最
行
の
菩
薩
な
り
。
故
に
、
桑
谷
に
療
養

所
を
構
え
て
、
病
者
を
集
め
て
治
療
を
施
す
」
と
あ
る
如
く
盛
ん
に
菩
薩
行
を
実
践
し
た
の
で
あ
る
。
忍
性
は
極
楽
寺
境
内
で
、
病
人
や

貧
窮
者
の
保
護
や
救
済
に
尽
力
し
、
更
に
馬
の
た
め
の
病
舎
も
建
て
て
い
る
。
馬
病
舎
は
古
い
極
楽
寺
の
図
絵
に
描
か
れ
て
い
る
。
奈
良

に
お
い
て
は
、
忍
性
は
般
若
坂
の
北
山
宿
で
施
浴
や
施
粥
な
ど
の
慈
善
事
業
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
現
在
忍
性
が
菩
薩
行

を
行
っ
た
と
い
わ
れ
る
「
北
山
十
八
間
戸
」
が
建
っ
て
い
る
。
更
に
、
忍
性
の
慈
悲
を
示
す
菩
薩
行
は
仁
和
寺
南
勝
院
に
も
残
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
る
。
そ
の
『
十
種
の
大
願
』
に
は
、「
病
気
で
な
い
限
り
輿
や
馬
に
乗
ら
な
い
。
孤
独
、
貧
窮
、
乞
食
人
、
病
者
、
盲
人
や
路

頭
に
捨
て
ら
れ
た
牛
馬
に
も
憐
み
を
か
け
る
。
衆
生
が
悪
行
に
引
か
れ
た
ら
、
我
一
人
の
罪
と
し
て
、
衆
生
に
代
わ
っ
て
苦
を
受
け
る
」

な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。
言
葉
だ
け
で
な
く
、
僧
と
し
て
こ
れ
だ
け
の
願
文
を
実
践
す
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
は
、
忍
性
が
難
波
の
聖
徳
太
子
建
立
の
四
天
王
寺
の
別
当
に
な
っ
て
か
ら
の
願
文
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
実
践
の
意
味
を
強
く
感
じ
る
。

梶
原
性
全
の
人
間
像

忍
性
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
梶
原
浄
観
房
性
全
も
菩
薩
行
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
性
全
の
人
間
像
は
、

現
在
、
殆
ん
ど
わ
か
っ
て
い
な
い
。
梶
原
性
全
を
知
る
最
も
古
い
資
料
は
一
六
六
三
年
に
著
さ
れ
た
黒
川
道
祐
の
『
本
朝
医
考
』
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、「
梶
原
性
全
　
何
処
ノ
人
カ
詳
カ
ニ
ラ
カ
ニ
セ
ズ
也
。
曾
テ
鹿
苑
院
義
満
公
ニ
仕
テ
医
術
ヲ
施
ス
」
と
あ
る
。
実
は
、
彼
は

足
利
義
満
の
時
代
に
は
生
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
一
八
一
五
年
の
中
川
壷
山
の
『
本
朝
医
家
古
籍
考
』
も
「
梶
原
性
全
ト
云
人
　
何
レ

ノ
人
カ
詳
ニ
セ
ズ
　
本
朝
医
考
ニ
モ
不
詳
何
処
人
也
　
曾
仕
鹿
苑
院
義
満
公
ト
云
ヘ
リ
」
と
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
資
料
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を
踏
襲
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
三
番
目
の
資
料
は
、
一
八
七
四
年
の
浅
田
宗
伯
の
『
皇
国
名
医
伝
』
で
あ
る
。「
僧
性
全
。
浄
観
ト
号
ス
。

梶
原
氏
、
自
ラ
和
気
氏
之
族
ト
云
フ
。
医
ヲ
丹
波
氏
二
学
フ
。
其
ノ
底
蘊
ヲ
極
ム
」
と
あ
る
が
、
梶
原
氏
の
流
れ
が
示
さ
れ
た
ぐ
ら
い
で

あ
る
。
明
治
時
代
に
な
っ
た
一
九
〇
四
年
に
富
士
川
游
が
恩
賜
賞
に
輝
い
た
『
日
本
医
学
史
』
で
、
性
全
の
人
間
像
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
梶
原
性
全
ハ
何
人
ナ
ル
ヤ
ヲ
詳
ニ
セ
ズ
伝
ヘ
云
フ
、
和
気
氏
ノ
族
、
浄
観
ト
号
ス
、
名
医
ノ
称
ア
リ
、
博
覧
強
記
、
自
カ
ラ
言

フ
、
・
・
・
萬
安
方
、
頓
医
方
ノ
二
書
ヲ
成
ス
ト
云
フ
」
と
あ
る
程
度
で
、
新
出
の
記
載
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
更
に
、
最
近
の
辞

典
等
で
も
新
し
い
記
述
は
少
な
い
。
一
九
七
四
年
の
『
世
界
人
名
辞
典
』
で
は
、「
カ
ジ
ワ
ラ
セ
イ
ゼ
ン
　
梶
原
性
全
、
鎌
倉
時
代
の
名

医
。
和
気
氏
の
一
族
と
伝
へ
ら
る
。
浄
観
と
号
し
、
医
を
丹
波
氏
に
学
ん
で
そ
の
蘊
奥
を
極
め
、
名
医
の
誉
が
あ
っ
た
。
・
・
・
」
と
あ

り
、
性
全
（
し
ょ
う
ぜ
ん
）
を
セ
イ
ゼ
ン
と
読
ん
で
い
る
。
一
九
七
九
年
の
『
日
本
人
名
大
事
典
』
で
は
、「
か
じ
わ
ら
し
ょ
う
ぜ
ん

梶
原
性
全
　
鎌
倉
時
代
末
期
（
14
世
紀
の
初
め
）
の
僧
医
。
鎌
倉
幕
府
の
名
家
梶
原
景
季
の
子
孫
と
い
わ
れ
る
が
、
生
没
年
を
明
ら
か
に

し
な
い
。
・
・
・
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
生
没
年
は
未
だ
不
詳
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
梶
原
性
全
が
「
し
ょ
う
ぜ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
生
没
年
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
一
九
八
六
年
の
石
原
明
氏
の
『
性
全
と
著
作
』

の
出
版
以
降
で
あ
る
。
生
年
は
梶
原
性
全
の
著
作
『
万
安
方
』
の
各
巻
末
に
本
人
が
示
し
た
年
号
と
年
齢
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

『
萬
安
方
巻
第
四
十
三
』
の
巻
末
に
は
、「
嘉
暦
元
年
十
一
月
十
日
重
所
清
書
也
　
冬
景
秘
此
書
済
人
兼
身
耳
　
性
全
（
花
押
）
六
十
一
才
」

と
あ
る
。
ま
た
、「
嘉
暦
二
年
正
月
一
日
丑
刻
於
燭
下
拭
老
眼
清
書
訖
　
性
全
　
六
十
二
才
（
花
押
）」
と
あ
り
、
逆
算
す
る
と
、
一
二
六

六
年
、
つ
ま
り
文
永
三
年
に
誕
生
し
た
こ
と
に
な
る
。
没
年
は
『
群
書
類
従
』
の
「
常
楽
記
」
に
「
建
武
四
年
丁
丑
　
正
月
廿
二
日
。
梶

原
浄
観
他
界
。」
と
の
訃
報
記
事
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
建
武
四
年
（
一
三
三
七
）
に
死
亡
し
た
こ
と
に
な
る
。

梶
原
性
全
は
、
金
沢
文
庫
に
現
存
し
て
い
る
「
古
文
書
第
一
四
七
八
号
」
の
資
料
に
は
「
そ
れ
も
か
さ
を
か
き
て
候
て
、
は
た
ら
き
へ

く
候
を
、
を
り
ふ
し
に
て
、
御
つ
か
ひ
に
も
、
ま
い
ら
せ
ぬ
へ
き
物
も
、
今
は
候
て
は
、
い
よ
と
申
候
物
を
ま
い
ら
せ
候
。
か
も
ん
殿
の
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御
う
ち
に
、
し
や
う
く
わ
ん
と
申
候
ほ
う
し
く
す
し
の
、
か
さ
こ
う
や
く
を
、
は
ら
し
ま
し
候
へ
。」
と
あ
り
、
梶
原
浄
観
房
性
全
は

「
ほ
う
し
く
す
し
」（
僧
医
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
多
分
、
膏
薬
を
貼
ら
せ
た
人
物
は
長
井
酒
掃
宗
秀
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
梶
原
性

全
は
身
分
の
高
い
人
物
と
親
交
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
彼
の
著
作
『
頓
医
抄
』
や
『
万
安
方
』
に
は
庶
民
に
は
入
手
不
可
能
な

資
料
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
中
国
か
ら
当
時
輸
入
さ
れ
た
ば
か
り
の
『
太
平
聖
恵
方
』
や
『
和
剤
局
方
』
な
ど
の
中
国
医
書
か
ら
の
引
用

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
性
全
は
梶
原
家
の
流
れ
を
駆
む
家
柄
の
高
い
人
物
で
あ
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
更
に
、
彼
の
ひ
と
り
息
子
・
冬

景
の
名
前
は
、「
景
時
」、「
景
季
」
な
ど
の
「
景
」
の
字
も
名
門
の
梶
原
家
と
の
関
係
を
匂
わ
せ
て
い
る
。
従
っ
て
、
梶
原
性
全
は
名
門

の
梶
原
家
の
流
れ
を
駆
む
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。

『
頓
医
抄
』
と
『
万
安
方
』

『
頓
医
抄
』
五
十
巻
（
一
三
〇
四
）
は
和
文
体
で
著
さ
れ
た
最
初
の
医
学
書
で
あ
る
。
梶
原
性
全
は
多
分
、
法
然
の
『
和
語
燈
録
』、

日
蓮
の
『
高
祖
遺
文
録
』、
道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』、
一
遍
の
『
和
讃
法
語
』
な
ど
の
和
文
体
で
著
わ
さ
れ
た
宗
教
書
が
布
教
に
大
き
な
効

果
を
挙
げ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
彼
は
俄
か
開
業
医
の
い
い
加
減
な
治
療
や
、
報
酬
を
専
ら
に
し
て
い
る
医
師

の
姿
を
見
て
、
こ
の
『
頓
医
抄
』
を
和
文
体
で
著
す
こ
と
の
意
義
を
感
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
彼
は
こ
の
医
書
を
和
文
体
で

著
し
た
の
で
あ
る
。『
頓
医
抄
』
第
六
巻
で
は
「
此
書
和
字
ナ
レ
バ
ヨ
ミ
ヤ
ス
ク
サ
ト
リ
ヤ
ス
シ
ト
テ
、
イ
タ
ヅ
ラ
ニ
ウ
チ
カ
サ
ネ
テ
置

ク
ベ
カ
ラ
ズ
。
常
ニ
開
キ
テ
病
ノ
形
薬
ノ
功
ヲ
見
弁
マ
ヘ
テ
、
シ
コ
ウ
シ
テ
病
ニ
向
フ
ベ
シ
。
則
チ
是
性
全
之
本
意
也
」
と
、
和
文
体
に

し
た
彼
の
目
的
と
倫
理
観
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
和
文
体
に
著
し
た
理
由
が
『
頓
医
抄
』
第
八
巻
に
も
「
此
仮
名
カ
キ
ノ
趣
キ

ア
マ
ネ
ク
人
ニ
知
ラ
セ
テ
天
下
ノ
人
ヲ
タ
ス
ケ
ン
カ
タ
メ
也
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、
性
全
の
医
の
倫
理
観
が
示
さ
れ
て
い
る
。

彼
は
叡
尊
や
忍
性
が
文
殊
菩
薩
信
仰
を
実
践
し
て
い
る
姿
を
絶
え
ず
見
て
お
り
、
弟
子
と
し
て
自
分
も
人
々
の
救
済
の
た
め
に
何
か
を
し
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、『
頓
医
抄
』
の
出
版
は
性
全
の
菩
薩
行
の
顕
現
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

他
に
、『
頓
医
抄
』
の
特
色
と
し
て
、
隋
や
唐
時
代
の
医
書
、
最
新
渡
来
の
医
書
、
仏
典
や
民
間
に
伝
わ
る
口
伝
や
秘
伝
な
ど
か
ら
も

引
用
さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
が
、
梶
原
性
全
の
「
慈
悲
の
心
」
が
本
書
を
通
じ
て
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
性
全
も
叡
尊

や
忍
性
と
同
様
に
真
言
律
宗
の
僧
で
あ
り
、
彼
も
多
く
の
人
々
を
救
済
し
よ
う
と
し
て
『
頓
医
抄
』
を
著
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
な

お
、
忍
性
は
性
全
の
朋
友
と
い
わ
れ
る
が
、
忍
性
は
性
全
よ
り
遥
か
に
年
長
で
あ
る
。

次
に
、『
万
安
方
』
六
十
二
巻
は
、『
頓
医
抄
』
出
版
の
十
年
後
の
正
和
三
年
（
一
三
一
四
）
に
著
さ
れ
た
医
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
漢
文

で
示
さ
れ
、
庶
民
の
た
め
の
医
書
で
は
な
く
、
病
弱
な
ひ
と
り
息
子
・
冬
景
の
た
め
の
秘
伝
書
で
あ
る
。
従
っ
て
、
倫
理
的
な
記
載
は
全

く
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
親
心
が
先
行
し
て
、
息
子
・
冬
景
が
『
万
安
方
』
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
の
糧
に
で
き
る
よ
う
に
と
の
配
慮

が
見
受
け
ら
れ
る
。
各
巻
末
に
は
、「
冬
景
秘
之
雖
兄
弟
」（
第
二
十
二
巻
）、「
可
秘
之
々
々
々
」（
第
二
十
四
巻
）、「
冬
景
秘
之
雖
為
兄

弟
親
朋
不
可
容
易
披
閲
（
第
三
十
巻
）、「
子
孫
深
秘
如
至
宝
」（
第
四
十
九
巻
）、
な
ど
の
非
倫
理
的
な
記
載
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

息
子
に
対
す
る
訓
戒
も
、「
勿
倦
為
冬
景
重
所
書
也
」（
第
四
十
一
巻
）、「
勿
倦
於
医
学
」（
第
四
十
四
巻
）
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
。「
目

次
」
に
当
た
る
「
万
安
方
総
目
」
に
は
、「
十
八
　
医
師
用
心
」
と
「
十
九
　
論
大
医
習
業
」
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
な
ら
、
そ
こ

に
医
の
倫
理
が
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
五
臓
六
腑
の
経
脉
図
が
カ
ラ
ー
で
描
か
れ
て
い
て
、
ま
っ
た
く
医
の
倫
理

は
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
梶
原
性
全
は
『
頓
医
抄
』
で
、
あ
れ
ほ
ど
万
民
救
済
の
た
め
の
医
療
倫
理
を
説
い
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、『
万
安
方
』
で
は
、
医
師
の
使
命
感
や
医
の
倫
理
に
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、『
万
安
方
』
の
目
的
は
喘
息
持
ち
の
ひ
と

り
息
子
の
将
来
を
心
配
し
て
書
か
れ
た
冬
景
の
た
め
の
秘
伝
書
で
あ
っ
た
。
や
は
り
、
性
全
の
子
を
想
う
肉
親
の
情
が
大
変
深
い
も
の
を

感
じ
た
。
従
っ
て
、『
頓
医
抄
』
と
『
万
安
方
』
と
は
、
そ
の
目
的
が
全
く
異
な
っ
て
い
た
医
書
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
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梶
原
性
全
の
医
の
倫
理
観

梶
原
性
全
の
医
の
倫
理
観
は
『
頓
医
抄
』
に
詳
し
く
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、『
頓
医
抄
』
を
和
文
体
に
し
た
編
纂
目
的
に
、
彼
の
医

の
倫
理
観
と
本
書
出
版
の
目
的
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
に
述
べ
た
の
で
重
複
す
る
が
、
第
六
巻
に
は
「
此
書
和
字
ナ
レ
バ
ヨ
ミ
ヤ
ス

ク
サ
ト
リ
ヤ
ス
シ
ト
テ
イ
タ
ヅ
ラ
ニ
ウ
チ
カ
サ
ネ
テ
置
ク
ベ
カ
ラ
ズ
。
常
ニ
開
キ
テ
病
ノ
形
薬
ノ
功
ヲ
見
弁
マ
ヘ
テ
シ
コ
ウ
シ
テ
ソ
ラ
ニ

病
ニ
向
フ
ベ
シ
。
則
チ
是
性
全
之
本
意
也
」
と
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
、
第
八
巻
で
も
「
ア
ル
医
書
ヲ
ミ
ル
ニ
此
事
ハ
ナ
ハ
ダ
大
事
也
。
大

ナ
ル
口
伝
ア
リ
。
コ
レ
秘
事
ト
モ
イ
フ
ベ
ケ
レ
ド
モ
此
仮
名
カ
キ
ノ
趣
キ
ア
マ
ネ
ク
人
ニ
シ
ラ
セ
テ
天
下
ノ
人
ヲ
タ
ス
ケ
ン
ガ
タ
メ
也
」

と
述
べ
て
い
る
。
彼
は
全
て
の
人
を
救
済
し
た
い
と
考
え
て
『
頓
医
抄
』
を
著
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
が
和
文
体
に
し
た
意
味
を
第

三
十
六
巻
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
本
書
ヲ
我
ト
ヒ
キ
見
ザ
ラ
ン
人
ハ
容
易
ニ
知
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
故
ニ
一
度
ハ
知
ラ
ザ
ル
人
ノ

道
ヲ
コ
ノ
マ
ン
タ
メ
一
度
ハ
利
益
ヲ
思
テ
是
ヲ
ノ
ス
。
此
ノ
頓
医
方
ノ
趣
ハ
偏
ニ
此
ノ
心
ニ
依
テ
コ
レ
ヲ
シ
ル
ス
」
と
あ
る
。

梶
原
性
全
は
『
頓
医
抄
』
の
第
四
十
六
巻
は
「
医
師
要
心
」
と
し
て
性
全
自
身
の
医
の
倫
理
観
を
詳
し
く
展
開
し
て
い
る
。
ま
ず
、
こ

の
冒
頭
に
は
『
千
金
方
』
の
「
論
大
医
精
誠
第
二
」、
張
湛
の
言
葉
を
引
用
し
て
「
張
湛
云
フ
。
夫
諸
々
ノ
医
方
広
ク
深
ク
シ
テ
本
ヨ
リ

委
シ
ガ
タ
シ
。
・
・
・
方
ヲ
読
ム
事
三
年
シ
テ
、
則
チ
天
下
ニ
病
ノ
治
ス
ベ
キ
ヤ
ウ
無
シ
ト
思
エ
リ
。
病
ヲ
治
ス
ル
事
三
年
ニ
及
ビ
テ
、

則
チ
天
下
ニ
方
ノ
用
ユ
ベ
キ
ヤ
ウ
無
シ
ト
云
フ
。
・
・
・
故
ニ
、
医
者
ハ
必
ズ
須
ラ
ク
広
ク
医
ノ
源
ヲ
究
メ
精
勤
ニ
シ
テ
怠
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」

と
、
医
学
の
蘊
奥
の
深
さ
を
説
い
て
い
る
。

次
に
、
梶
原
性
全
は
「
慈
悲
の
心
」
や
「
仁
の
心
」
な
ど
、
患
者
に
対
す
る
親
切
心
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。「
凡
ソ
大
医
ノ
病
ヲ
治

セ
ン
事
、
必
ズ
正
ニ
神
ヲ
ヤ
ス
ウ
シ
志
ヲ
静
ニ
シ
テ
、
求
メ
欲
ス
ル
コ
ト
無
シ
テ
、
先
ズ
大
慈
惻
隠
ノ
心
ヲ
発
シ
テ
普
ク
含
霊
ノ
苦
ヲ
救

ケ
ン
ト
誓
願
セ
ヨ
」
と
大
き
な
慈
悲
心
と
惻
隠
の
情
か
ら
彼
の
医
の
倫
理
観
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
第
四
十
六
巻
の
最
後
の
方
で
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は
「
慈
悲
ノ
心
ヲ
以
テ
行
ハ
バ
、
縦
ヒ
其
ノ
薬
拙
シ
ト
モ
皆
効
ア
ル
ベ
シ
」
と
か
、「
欲
心
不
仁
ニ
シ
テ
学
バ
セ
バ
、
千
書
万
方
ヲ
明
メ
、

無
尽
ノ
妙
薬
ヲ
施
ス
ト
モ
其
ノ
効
シ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
天
其
ノ
術
ヲ
惜
ム
故
也
」
と
述
べ
、
俄
か
開
業
医
に
医
の
倫
理
を
説
い
て
い
る
。

ま
た
、「
慈
悲
ア
リ
テ
人
ニ
益
ヲ
施
セ
バ
、
自
然
ニ
運
ヲ
開
キ
」
と
か
、「
慈
悲
ノ
心
ヲ
モ
ツ
テ
人
之
苦
ヲ
救
ハ
ン
ト
」
と
「
慈
悲
の
心
」

を
説
く
一
方
で
、
医
の
倫
理
は
「
忠
恕
ノ
道
」
と
捉
え
て
、
当
時
の
俄
か
開
業
医
が
行
っ
て
る
医
業
は
「
病
者
之
富
貴
ナ
ル
ヲ
モ
ツ
テ
珍

貴
之
妙
薬
ヲ
出
テ
、
求
メ
カ
タ
ラ
シ
メ
、
自
己
ノ
効
能
ヲ
輝
ス
事
ナ
カ
レ
。
是
誠
二
忠
恕
之
路
ニ
ア
ラ
ズ
」
と
述
べ
、「
仁
」
の
道
で
な

い
と
教
え
て
い
る
。
そ
の
直
後
に
「
当
道
ノ
肝
要
ト
存
ス
ル
バ
カ
リ
也
」
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
性
全
は
僧
医
で
あ
る
た
め
に
、

仏
教
精
神
の
「
慈
悲
」
を
重
ん
じ
、「
慈
悲
」
に
つ
い
て
は
再
三
触
れ
、
医
の
倫
理
の
重
要
な
精
神
と
捉
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

梶
原
性
全
は
日
頃
の
医
学
の
研
鑽
の
大
切
さ
も
、
医
の
倫
理
と
し
て
捉
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
第
六
巻
で
は
、「
深
ク
是
ヲ
弁
ヘ
テ

病
ニ
向
ヒ
テ
治
ヲ
ホ
ド
コ
セ
。
病
ヲ
ミ
テ
後
ニ
書
ヲ
開
カ
バ
則
チ
軍
サ
ニ
ノ
ゾ
ン
デ
矢
ヲ
作
ル
ニ
似
タ
ラ
ン
。
聖
恵
方
ニ
云
、
凡
医
者
ハ

造
次
（
危
急
の
時
）
モ
医
ニ
オ
イ
テ
シ
顛
沛
（
こ
ろ
ん
で
つ
ま
ず
い
て
も
）
ニ
モ
医
ニ
オ
イ
テ
セ
ヨ
。
常
ノ
人
ハ
波
瀾
ヲ
同
ス
ル
コ
ト
ナ

カ
レ
ト
イ
ヘ
リ
。
則
チ
此
心
ナ
リ
」
と
述
べ
、
医
師
は
日
頃
の
研
鑽
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

性
全
は
「
医
は
算
術
で
な
い
」
こ
と
も
説
い
て
い
る
。
第
八
巻
で
は
「
ヨ
ノ
ツ
ネ
ノ
医
師
ノ
或
ハ
利
潤
ヲ
専
ラ
ニ
シ
テ
ヤ
ス
キ
事
ヲ
カ

ク
シ
或
ハ
偏
執
ヲ
サ
キ
ト
シ
テ
益
ア
ル
事
ヲ
秘
ス
。
コ
レ
ハ
ナ
ハ
ダ
天
ノ
心
ニ
タ
ガ
ヒ
人
ノ
身
ニ
益
ナ
シ
」
と
述
べ
て
、
彼
は
こ
の
『
頓

医
抄
』
で
秘
事
や
口
伝
も
す
べ
て
示
し
た
の
で
、
利
潤
を
専
ら
と
す
る
俄
か
開
業
医
を
戒
め
て
い
る
。

更
に
、
彼
は
患
者
を
区
別
せ
ず
、
平
等
に
診
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
も
同
じ
よ
う
な
こ
と

を
説
い
て
い
る
よ
う
に
、
医
療
倫
理
の
基
本
精
神
で
あ
る
。
第
四
十
六
巻
に
は
、「
若
シ
病
有
テ
来
テ
治
方
ヲ
求
ム
ル
者
ア
ラ
バ
、
其
ノ

貴
賤
貧
富
長
幼
妍
醜
怨
親
善
友
花
夷
愚
智
ヲ
問
フ
コ
ト
ナ
ク
、
普
ク
一
等
ニ
至
親
ノ
想
イ
ヲ
成
ス
ベ
シ
」
と
述
べ
、
患
者
を
差
別
し
て
は

い
け
な
い
と
教
え
て
い
る
。
当
時
の
状
況
を
考
え
る
と
画
期
的
な
倫
理
観
で
あ
る
と
思
う
。
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ま
た
、
医
療
倫
理
を
実
践
し
た
立
派
な
先
人
の
医
師
と
し
て
和
緩
、
扁
鵲
、
蒼
公
、
花
陀
、
孫
思

を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
医
師

は
「
ツ
ラ
ツ
ラ
是
（
医
術
）
ヲ
思
フ
ニ
古
人
ハ
是
ヲ
モ
ツ
テ
人
ヲ
救
フ
。
故
ニ
天
其
ノ
道
ヲ
与
ヘ
テ
普
ク
人
ヲ
救
ハ
シ
ム
。
今
ノ
人
ハ
是

ヲ
以
テ
利
ヲ
求
ム
。
故
ニ
天
其
ノ
術
ヲ
惜
テ
与
エ
ズ
。
故
ニ
シ
ル
シ
ナ
シ
。
実
ニ
疑
イ
無
キ
者
ナ
リ
」。
と
述
べ
て
い
る
。
更
に
、「
縦
ヘ

一
旦
効
ア
リ
ト
云
フ
ト
モ
、
ヒ
ソ
カ
ニ
天
ノ
罰
ヲ
蒙
ム
ル
ベ
シ
。
何
ニ
況
ヤ
賤
キ
薬
ヲ
合
セ
テ
珍
ラ
シ
キ
名
ヲ
付
ケ
易
ヘ
テ
人
ヲ
誑
カ
シ

与
ウ
。
誠
ニ
イ
マ
シ
ム
ル
所
ナ
リ
。
況
ヤ
出
離
生
死
ヲ
心
ニ
カ
ケ
後
生
ヲ
思
ワ
ン
ト
セ
ン
人
能
々
正
心
ニ
住
シ
テ
是
ヲ
成
ス
ベ
シ
。
モ
ツ

テ
渡
世
ノ
計
略
ニ
ア
テ
ン
ト
思
ハ
ン
ユ
ユ
シ
キ
罪
業
ナ
リ
。
恥
ベ
シ
恥
ベ
シ
恐
ル
ベ
シ
恐
ル
ベ
シ
」
と
説
い
て
、
医
の
倫
理
に
悖
る
行
為

は
人
間
と
し
て
の
良
心
に
恥
じ
る
こ
と
で
あ
り
、
神
罰
が
当
た
る
か
も
し
れ
な
い
恐
ろ
し
い
行
為
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。

ま
と
め

鎌
倉
時
代
は
武
士
の
時
代
で
あ
り
、
蒙
古
襲
来
以
来
、
社
会
は
疲
弊
し
、
混
乱
も
極
度
に
達
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
利
潤
や
出
世
を

専
ら
と
す
る
俄
か
開
業
医
に
対
し
て
、
梶
原
性
全
は
医
療
の
本
質
を
説
き
、
医
療
知
識
や
技
術
を
和
文
体
で
示
し
、
更
に
医
師
の
あ
る
べ

き
姿
と
し
て
医
の
倫
理
を
説
い
た
点
で
は
、
当
時
の
俄
か
医
師
に
与
え
た
影
響
と
そ
の
意
義
は
大
変
大
き
い
と
思
う
。
し
か
し
、
こ
の

『
頓
医
抄
』
は
後
世
に
与
え
た
影
響
は
不
明
で
あ
る
が
、
真
言
律
宗
の
衰
退
に
関
係
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
鎌
倉
時
代
以

後
の
医
書
に
は
『
頓
医
抄
』
か
ら
の
引
用
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
市
野
迷
庵
と
い
う
個
性
あ
る
人
物
が
性
全
の
著
作
を

所
持
し
て
い
た
点
に
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
梶
原
性
全
の
人
間
像
が
長
く
詳
細
が
詳
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
点
か
ら
も
、
後

世
に
影
響
を
与
え
て
い
な
か
っ
た
と
も
推
察
で
き
る
。
し
か
し
、
叡
尊
や
忍
性
が
庶
民
の
生
活
に
与
え
た
菩
薩
行
は
計
り
知
れ
な
い
影
響

を
与
え
て
い
る
。


